
別記

第 1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

た 1該 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の力は、
レ印の記入は不要て先

2「 基準年度」とは計画期回の前年度を、 「β標年度」とは計画期間の最終年度をいいます。9苫
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発など他者の温室効果

京都市南区上鳥羽藁田町 1番 地

メテック北村株式会社

代表取締役社長  北 村 隆 幸

l Ri 捉 の rιl 士 均 ま
‐

特定事業者の

主たる業種
電気めっき業

該当する事業
者要件

10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業看 (原潤に換鼻

して1,500キ ロリットル以上))

「
履梨質鞘捌 観客〕隆 ジぞ遅韮暴轟

は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラックス

戸理聖甲聖麓縁盟蟹摺餐窒響誓年麟 行
4号該警彗望者(そのFllの温室効果ガスの大規模排出事

計 画 期 積 平成 18 年  4 月 平威  21 年   3  月

基 本 方 針 メテック北村株式会社は、「創造力を集め より良い製品造りをモットーに自己の総意と尽くして社会に寅歓し、私たちの生活環境を墜お寸
こし、如性を高める」と

いう当社の基本方針を基に、全社員の創意工夫により、企業活動の中で地球環境の保全に配慮した行動をしまれ

推 進 体 制 社長を資任者とする環境マネジメント組織を構成しており、その中で省工～よどの取組を行つていま曳 (部門毎に、■口/月
の進歩管理を実施)

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

工  |

生産部F号 冷却水循環ボンプ ヨンプレッサーな■をインパ
ーター劇御にして、密エネイとを図ります。

問接部門 ′ヽイブリッド革を優先に使用し、ガンリンの債月量を削減します。

18-20 生産 ・間接部門 新規設備品に関しては、省エネタイプのものを選択し購入します。

18-20 生産部門 集■生産による生産効率向上及びラインスピ
ードアップで生産能力を拡大します。(生産性5%ア ップ〉

18-20 問接部Fl 昼休み及び使用しない部屋の消灯を徹底しまえ ウォ
ームビズ ク ールビズを実践します。

温室効果ガス

の排出量等 排出区分

基準年度 く実績)
(平成 17)年 度
(二閉峡茶換算 (t〕)

目標年度 (計画)
(平成 20)年 度
(二閉 ヒ炭奈換算 (t)〉

削滅率

(計画)
(%)

A事 業所等排出区分 3,194 t 3,058 t - 4 3 %

B輸 送車両排出区分 t t %

cそ の他排出区分 t t %

排出合Hl .1               3,194 t ォ2               3,058 t ‐ 43%

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (Hr画)

(こ閉 と炭宗換算 (t)

1林の保全及びg (整備面積) 工
Ｈ (吸収畳) t

府内産の木材の利用 (利用野 m。 (削減畳) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電畳) kHll (削減動 t

(熱快治的 G J (削減め t

グリーン電力の購入 (豚 豊) kwh (肖じ滋動 t

削減量等合計

差引排出畳

(排出合計―削滋等合計)

基準年度 (実績 目標年度 (計画 肖」減率 (計画)

章1               3,194 t (セ)―(■D           3,058  t -43%
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